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中世ロシア語における主格形補語について［り  
三 谷 恵 子  
0．文献に残されたロシア語ならびに現在の北方ロシア方言で，a語幹女性  
名詞単数形が他動詞の直接補語として用いられる時に，通常の対格形一uでは  
なく主格形aをとる場合がある。ここでは1．この現象に関する先行研究に  
言及し，2．16世紀のロシア語実用文献の実例を見たうえで，3．この問題に  
ついて言語学的解釈を試みる。なお以下では，能動態肯定形で通常対格形で表  
わされる補語（『直接補語』）を支配する動詞を他動詞，また直接補語の位置に  
現われる主格形の名詞を，実際にこれが統語論的な意味での『補語』かどうか  
は別として『主格形補語』とよぶ。また，『不定詞構文』とは，現代ロシア語  
にも頻繁に見られるような，動詞の不定詞柚車Ⅵl一汁t、ⅥBを単独で述語ヒする構  
文をさすものとする。  
1．主格形補語の問題一先行研究で指摘されていること  
主格形補語は次の例のように，他動詞の直接補語に用いられる主格形名詞で  
ある：   
A叩0‖耶妃仙川‖pい冊Xa坤Iylt川匹aKy岬（CyJ忙玩αK1497）  
税と罰金はボヤーリンと書記官で分けること。   
M附IaCBAT汀TⅥetHmT）KロCTOFrh   
聖十字架を用いて水を聖別し （加M∝rP崩21－14）  
この間題に関する先行研究の課題は①主格形補語が使用される統語論的条件，  
②地理的分布，③起源，歴史的発展ならびにその衰退の経緯，（動特に使用頻度  
の高い文献ジャンル，を明らかにすることにあった。これらに閲し先行研究で  
指摘されている事柄を以下に手短かにまとめる：  
①統語論的条件無人称述語に支配される不定詞の補語（丑∝T甜Tb岬墨生垣  
些皇Ha甜つbIBさⅧ【□（）M耶叩C吼37】），動詞人称形に支配される不定詞の補語   
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（…mズa〃拍 飢姫朋川北肌J∬址〃C′〃MlncKO蹴M2一只刀忙TO口腔b，174】）；動  
詞人称形の補語（BLLqALLLaCBiT〟由flIVCr£Mゑc7tL［ycTMXCK戯JJeTOrMCHh南  
c附l・ApxaH＝L伸一川Ⅳ肛K浦jIC…■＝化C廿J■．9利），能動分詞の補語（〟〃（）〟〃塑型担  
月aM【ncKO肛MCy皿‖調1paMOTaCepe几mXVRICTp・1041），命令形の補語  
（JLLUl，perle，些些些室CHH7bIa6（れ）P（酬EM（℃KOBCKMiiJ7eTOT7MCHbTiicBOJIKOfWXV  
胱K乱几127】）など，出現の頻度を考慮に入れなければあらゆる統語環境にお  
いて主格形補語の用例を見い出すことができる（イタリックの例はM汀．「paMM  
404－405より）。しかし先行研究が共通して指摘するのは，不定詞構文におけ  
る顕著な使用である。  
②地理的分布。とりわけ北口シアおよび北西ロシア（ノヴゴロド，プスコフな  
ど）に由来する文献に顕著に見られる。  
③起源と発展。起源については色々な説が出された。たとえばa語幹名詞単  
数対格はIEのしm〉しQをへてロシア語ではuとなったのだが，ある方言で  
は－－an〉aトnが脱落した）という反映形を得た（Mlklo畠ie）；附几amと  
いう構文は本来抄口調（m）nmであり，この主格形はいわば名辞文の「主語」  
である（rToTe6H汀）：TPaBaJIOCmはM［R：TpaBa‖amOから生じた（ⅢaxMalOB）；  
不定詞は受動態的な意味をもっていた（Cnp川田胡瓜）：フィン系言語の基層作  
用である Ⅲapm）など。   
文献で検証される範囲では古代ロシア語時代，すなわち14世紀以前の最古期  
には北～北西ロシアの文献に特徴的だが，いわゆる中世ロシア語と呼ばれる時  
代，すなわちおよそ15世紀以降になるともっと広い地域に見い出され，モスク  
ワ文献にも見られるようになる。しかし18世紀以後は一部の北口シア方言を除  
いて主格形補語の使用は消失する。  
（む文献ジャンル。法律文書，法典，売買に関する証書類，裁判の記録などの実  
用文献に多い。これは一つには実用文献が元来，古代教会スラヴ語の伝統をひ  
く古代ロシア文語とは異なって，民衆の言語の要素を反映しやすい性格のもの  
であるということ，いま一つには不定詞構文が多用されることと相関している  
だろう。不定詞構文は義務や必要性などの義務様相deontlC mOdarityを表現  
する簡潔な手段であり，実用文害ではそのような表現が多用されるからである。  
このほか，民衆の口語要素を反映した世俗的文献（2．で取り上げる『家庭訓』  
はその典型的なケース），諺などにも見られる（n収叩叩a脚ヨ mpm  
叩p血“本当のことを言えば友を失う”lC6叩mn（光昭和¶1XVllBeml）。  
これに対して教会関係の文献や年代記には例が少ない。   
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2．1．16世紀中期ロシアの代表的な世俗文献である『家庭訓』恥MOCTp（｝責  
12】は主格形補語の使用が多いことで知られている（HcT．「paMM．411）。そこ  
でこの文献における主格形補語の現われ方を実際に調べてみた。本稿の後に添  
付資料として挙げたのは加M此Tpn顔ⅢO KoIiuⅢHCKPMyCllHCXyHnr卿61掴Mも．  
J（b n？LlaMiⅣ川PlⅣ（一T（一fMJrbA，（ヤJlnBt・・（LhleHi5”t・T4MTlePaTOPCJ（OMrbO6TTleCTfrh  
‖じ10pi日日月ドR肘C・re顔Pocci羨cKⅥXt，，l008，ll．以下本論で『家庭訓K』とする）  
における主格形補語の全用例である。  
◆表記に関して  
『家庭訓K』の校訂テクストは次のように修正した。すなわち①6h，M官印の  
ように省略形が用いられている場合は標準形（良一■乃，MaTepH）にし，HX，DT  
などは以Xも，Onとした。なおB♭lCy川田TのようにBblC叩≠かBblCyuⅣ「もか判断  
の難しいケースがいくつかあるが前後に現われる述語の形態あるいは0叩い8  
の注によるK以外の写本の形態から判断して適切と思われる形をBb】C画♭）  
の様に示した。それ以外はできる限り原本に忠実に表記した。ただしアクセン  
ト記号は略した。   
2．2．『家庭訓』においては実際，同時代の他の世俗文献に比べても主格形  
補語の用例が圧倒的に多い。それは（丑不定詞構文の多用，②a一語幹名詞の豊  
富さという要因があるだろう。   
私の調べでは『家庭訓K』において次の集計を得た：   
a語幹女性名詞単数の主格形補語の例96  
この中で   
不定詞構文以外の環境での使用例¶4または5  
また  
a一語幹女性名詞単数の対格形補語の使用例－134  
この中で   
不定詞構文の環境での使用例11または12  
（または，としたのは判断を保留したものがあるため）  
ここから，主格形補語が不定詞構文において顕著に現われ，それ以外の統語環  
境では通常の対格補語が現われるという明瞭な分布の存在が確認できた。   
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2．3．主格形補語が使用される不定詞構文に関して，次の点を指摘してお  
く：  
A．語彙的特徴。  
（∋口語要素の反映：日用品の処理に関する表現で主格形補語が頻繁に現われ  
る。先行研究で指摘されている，民衆の口語表現の反映仰山．「paMM．4‖】と  
言えるだろう。  
しかし同時に  
②法律関係の表現：5仁20（）V削m審議にかける；5針」ィ止Ⅰ旭0Ⅵけ1刑  
罰金を科す  
③祈りに関係する表現：11－8由胱Wm仏1】aBeqenIi－柑‖¶∬nⅦ0山皿  
などがある。同じタイ▲プの例は同時代の他の文献にも見い出される二   
a題坦型丑以馴Ⅹ乱I（〉61MK用土！王p旦型”比eMbあらゆる告訴人に対しすべてを  
審議にかけること（CyJle如拙】497，2；Cyノ瞳向川K】550，刀   
anm肋Hm60叩ⅥHyⅥ邪y皿叩1Ⅶ  
税と罰金はポヤーリンと書記官とで分けること（Cy撫清川兆1497，笥）   
‖もT打06も皿Ⅰ月 ミサを唱え（Cl℃川補，m．7）  
B．構文上の特徴。  
①語順。主格形補語が不定詞に先立つケースが多い。他の文献でも主格形補語  
が不定詞に先行する傾向が指摘されている（仏汀．rpaMM．400）。しかし，不  
定詞に先行する位置にありながら対格形補語が現われる例もある：  
（51－10）8じAXVZOeCTEWXOpOuCr7XO刑IMCTCHbKOO  
食べ物はすぺてしっかりとそして清潔に作ること  
また，主格形補語が不定詞のあとに来るケースも特に稀というわけではない：  
（27－1）noowMyXyCB〔岨ⅩeHa  
夫は自分の妻を教えなければならない  
そこで，主格形補語の出現と語順との間になんらかの関係があるかどうかにつ  
いては，ここでは判断をしない。  
②補語の並列。一つの不定詞に対し複数の直接補語が並記されるケースがしば  
しば見られる。もっとも極端な例では00の名詞句が続く（55葦）：  
（53－7、19）A8KmXt，川B m）雅JIeTeX－，川B OIlぴa匹Xt，OYCT抑Ⅳ   
my岬By HaKalymyBCARaAmA皿什AⅢ刀aTbeE忙T－IaHOe打叩冴m   
川CJlyXHe，Hn（1m折enaHbⅦ，H… M㈹皿打a，川ⅩOBpuHIlmO汀u＼Ⅵ1旺ル灯O相   
打∝卯aH…‥．Oy刀t－11a打払mOH：型些旦”■即T‖a＝崩皿（適「克服＝（句血馴   
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Be’‖11aH（℃打H（）附e，川IWa「AHb忙川KOXC靴，HXeJ肥ⅧC O6月OMKM8C血…h  
鋸AlaADYm，Ⅲ∝empa坤≠・・  
倉庫，物置，穀物用蔵の中のあらゆる衣類，着古しのものも旅行用の物鳩仕  
事用の物も，またフェルトの敷物，マント，（‥・）熊の毛皮，じゅうたん，  
馬衣，フェルト，鞍，（…）縄，石鹸，堕，あらゆる使い古しの物，新品や  
使い古しの物の切り片，衣類や華や鉄製品の切り片，（…）すべての道具，   
こうしたすべてを（執事は主人の命令に従い）整頓すべし。  
このような名詞句の連続においては，最初の名詞句が主格形だと，続く名詞句  
もみな主格形をとるが，いったん対格形が現われると続く名詞句も対格形にな  
るという連鎖反応的な傾向が伺える。次の例はpb泊yが現われたあと，対格形  
が続くケース：  
（4作ヱト26）Ⅹ叩馴川rW咽（消炎ulaCbX止6も日比AX恍町．…MACaT弧いXe，   
‖仙16Y8CAぷV椚，M（∬b机Ⅷ川＝Jll仕…W肌Ⅰ画H601化CHYIOB   
l℃ノIt，Ⅵ棚什ⅣⅥ肱DY Cl廿、tmⅥ11epⅥⅥ0   
穀物，あらゆる穀類（＝うまた胴体肉，あらゆる魚，薫製や生のチョウザメ，  
栂詰めのチョウザメ，鮭，ウスリー白鮭のイクラ，キャビアを買わねばなら  
ない。   
3．言語学上の間蓮として  
3．1．a一語斡女性名詞の主格形が，他動詞の不定詞構文においてその直接  
補語の位置に現われる傾向性は確かに存在するといってよいだろう。そこで問  
題は－『主格形補語の意味論的および統語論的位置付け，そしてなぜ主格形補  
語が特定の環境（すなわち不定詞構文）で顕著に現われるのか』ということに  
なる。主格形補語の現われる背景を明かにするには詳細な適時論的分析が必要  
であることはいうまでもないが，しかしこの現象を一つの言語体系における事  
実として捉えた場合，どう解釈できるかを探ってみたい。  
3．2．a一語幹女性名嗣以外の場合   
不定詞構文における主格形補語の使用は，そもそもa語幹女性名詞にのみ  
関わる形態論的な現象なのか，あるいは不定詞構文に帰せられる統語論的な問  
題なのか。a語幹女性名詞単数では主格語尾aに対して対格語尾uという形  
態上の対立が明示される。では，このa語幹女性名詞単数以外に主格と対格   
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が形態上区別されるカテゴリーで，主格と等しい格形式の直接補語の使用はあ  
るだろうか。現代語の規則で主格と対格が形態上区別されるのは，（1）男性  
名詞活動体（人および動物）の単数，（2）文法性に関わりなく活動体の複数，  
である。これらのカテゴリーにおける対棒形は現在では生格（属格）と同形に  
なっているが，歴史的には主格と同形であった，あるいは主格と異なる独自の  
対格形があった最も古い時期から揺れのある時期を経て今日に至っている。ま  
た，i語幹の女性名詞単数は主格と対格は形態上一致するが，形容詞をともなっ  
た場合には形容詞に楕表示が現われる。以上のことを念頭に，これらのカテゴ  
リーにおける対格形を調べた。  
3．2．1．人間を表わす男性名詞単数の場合。F家庭訓K』では，不定詞構文  
に用いられる人間男性名詞単数（6pm兄弟，OTe恥父，Cbm息子，MyXも  
夫，叩ym友人，He叩ym敵叩皇帝，Ma抑若者，など）は例外なく生  
格と等しい対格形である。次の例はa一語幹女性名詞の主格形と男性人間単数 、  
の生格＝対格形の対比をよく示している：  
（13－9）MmKOOVlmml血MyXyXe11aCBOA．H・嘲t礼a不CHeMYXaC80erい   
C汀H川れⅥM CnpmAHOBCAIⅣm  
いかに夫は自分の妻と子供らを訓示し愛し，また要は夫に従い毎日助言を  
求めるぺきか   
なお，人以外の活動体男性名詞単数の不定詞に対する直接補語の用例はない。  
3．2．2．活動体名詞複数の場合。この文献では，活動体複数での対格の形態  
が安定しておらず，主格＝対格形から生格＝対格形への移行段階にあることが  
読み取れる。従って不定詞構文に現われる直接補語が主格と等しい形の場合，  
生格形に移行する前の主格形と等しい対格形なのか，あるいはa語幹名詞の  
主格形補語と同質の形なのかを知ることはできない。それを踏まえてみると次  
のことが言える二  
（D人間を表わす男性名詞複数の場合不定詞構文に限らず文献全体を通じて  
対格は生格と同形になる傾向が強いが，そうならない例が7例（うち不定詞構  
文の例4例）ある：BpaIⅦ【65－33．聖書からの引用：JI虻応meBpa川視Ⅰ山a汝の敵  
を愛しなさい】；刀Ⅲ卿【x乙ともに不定詞の補語。古い対格形たが，古い主格形  
月田月Heの使用例はなく，この形がすでに主格＝対格形となっていたと考えられ  
る】；…yrM【x2，不定詞の補語一例1；Cb－Hn耽Ix2．不定詞の補語一例］。   
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不定詞構文で直接補語が主格と等しい形になる例：  
（13－23）oyt7mPyKO）rhMK）MaTepHJu肛PmaOT川yC岬CKTO一冊JnCTOmrb  
母は娘たちに父は息子たちに誰が何にふさわしいかによって手仕事を教え  
なければならない  
（19－8）xaxo8u山田皿1J忙MaTH  
どのような者たちを雇い置くべきか  
しかし上の例に対し，近接した箇所には生格に等しい対格の例がある：  
（19－11）a主堕適塾いyCt帝△川一和恥はb…叩  
家には善良な者たちを雇い置くべきである  
（参人間の女性を表わす名詞複数他動詞の直接補語として使用される例は文献  
全体で少ない。その中で主格形補語が不定詞構文に現われる例はなし。生格と  
等しい直接補語の例が一例二  
（28－ほ）MaJ仙X血KbOW  
そして幼い娘たちを教え  
③人以外の活動体名詞複数一生格に等しい対格形補語の例はなし。  
（42ナ31）a月皿町田L”∴【（血ⅢW虻▲几皿丁且Ⅳ肌Ⅹ叩HOm・－・附1（－pm  
馬，雌馬は毎日同じく飼い葉を与え  
（41－22）acH汀Hb目口PM（汀虻耶≠汀仏ほ＝（忙el町麺辺＿  
家で育てた豚は秋に屠殺し  
④i語幹女性名詞が形容詞をともない，その形容詞が主格形になる例がある：  
2ト211t皿Y址IeBHaAllTeMaA6〔叩批仰，  
魂と肉体の痛いを癒す  
53－190YCTm．，鋸AよaA nOpA皿貼附m駅TⅦH碓Ⅵ几叩nX＝ee Mト・・・）打  
皿a血DVm  
あらゆる日常品，衣類・…＝古着（など）を整える  
結局，不定詞構文に現われる他動詞の直接補語の形態は表1にまとめられる。  
なお，否定を含む場合については本稿では検討しないが，すべての場合で生格  
が用いら¢る：  
（ト1）a叩∝血mc肌n町0附Hem  
聖パンは粥と一緒に食べるものではない  
結局，他動詞から形成される不定詞構文においては   
（行為者与格）一主格形補語一不定詞（他動詞）   
（行為者与格）一対格形補語不定詞（他動詞）   
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表1 不定詞構文に現われる直接補語の格形態  
名詞の種類   顕著なタイプ   小 数 派   
a語幹女性名詞   主格形  対格形   
単数   几HC8HaAeCl■BaBap14TH  
日々の食事を作る   
男性単数人間   対格（＝生格）形  
対格（＝生格）形   主格（＝対格形）  
刀m八ei亮JlepXaTll  月田JM几CpXaTll   
人を雇い置く  
女性複数人間  対格（＝生格）形  
止BOK■bOy・榊T、u  
娘を教える  
人以外の活動体  主格（＝対格形）  
Kn6blJlblX叩Mh′rH  
雌馬を飼う  
の二通りのパターンが共存していることになる。  
3．3．堂々巡りからの脱出   
他動詞の直接補語の形式は対格であるから，不定詞の場合にも現われるべき  
形態は対格なのだと仮定してみよう。するとa主格形補語は，たまたま主格  
形と一致した対棒形，u一対格形の単なる（方言上の）形態論的な『変種』と  
いうことになる。この場合はもっばら，a語尾対格という形態の出現を適時  
的あるいは歴史・方言学的に明らかにすることが重要になる。しかしながら適  
時論的意味づけがどうであれ，一つの共時面における機能を考えた場合，単な  
る形態上の変種ということでは主格形（a一語尾）とは異なる対格形（u語尾  
形）があるa語幹名詞において，わぎわざ格形態の表示能力を犠牲にしてま  
で主格と同形の対格形を，しかも不定詞構文という限定された環境において使  
用する動機づけが得られない。（特定の格形式にはそれに割り当てられた機能  
があるという機能論的前提に立っての話だが）となればやはり，主格形である  
ということと，不定詞構文という統語論的環境が関係すると考えなければなら  
ない。H（1TefiH汀のように，この構文を一種の名辞文とみなせば，主格形名詞を   
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不定詞に対する主語と解釈することができる。つまりBO几arルm丑 は脚胴一日m  
（本来B印粗（主語）ecll，‖ルn‖（述語）㌃水は飲むペきものだ』）という考え方  
である。しかしこれでは対格形の直接補語を説明できない。でなければ，主格  
主語1不定詞という名辞文と，不足詞対格形直接補語という動詞構文を別に  
認める必要が出てくる。だが，a語幹名詞単数の場合だけ主格主語一不定詞  
という名辞文になる必然性はないだろう。となればやはり主格形補語は実はu  
対格の単なる変種なのだろうか＝＝   
といった具合に，堂々巡りから抜け出すことができないように見える。  
さて，これまで不定詞構文のみを問題としてきたが，ここで『家庭訓K』にみ  
られる次のような－Tn受動分詞を述語とする例に注目してみたい：  
（57－5）a胱≠正一TpC6a槌，‖OXpb‖0、．‖．  
どこでも食べ物，飲み物，あらゆる必需品は覆って…叩（－T匹鮎＝冊丁匹鮎  
（3ゝ15）鋸ema6b胱A田eCVnbl川】別∴AKad．‖）口a汀HA】引IMbIT（川WO6日鮎川ぃ  
すべての容器，あらゆる日常用品はいつでも洗って清潔であるように  
一丁O，一脚という中性単数の受動分詞を述語とするいわゆる無人称受け身の構文  
は古くから北口シア方言で知られている［¢川H，494」9封。北口シア方言に  
見られるこの構文について，Timberlakeは三つのタイプを指摘している  
［Timberlake，1976］。それらは  
①中性単数形の受動分詞を述語にし，能動態の場合の直接補語が対格で現われ  
る：   
yM引那＝知仙肌TeJIeHXa三相pela＝¶（私によって子牛が屠殺された）  
［Timbenake，5馳］  
②中性単数形の受動分詞を述語にし，直接補語が主格で現われる二   
yJ研CⅢuyH∝e脚m．（狐によってヒナが連れ去られた）  
［Timberlake，551］  
③直接補語が主格で現われ，受動分詞の形態は主格名詞と文法的に→致する   
yp血a6MCX阻WMⅢBeX崩耶b札（漁師によって熊の舌が捕まれた）  
［沌id▼］   
述語動詞の形態と，動詞が要求する項の意味役割とその格形式の関係から見  
ると，他動詞はA（Agent動作主），P（Patient被動作項）という二つの項  
を必要とし，それぞれは能動態人称構文において基本的に主格主語N，対格の  
直接補語0として表わされる。そのとき述語動詞の形態はNと文法的に一致す  
る。受動態人称構文ではAは主格形主語から降格し省略可能な斜格補語oBL   
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（標準語で造格，北口シア方言で前置詞句），Pは主格形主語に昇格し，述語  
（受動態）の形態は新たに昇格した主語に文法的に一致する。   
では，不定詞構文で主格形補語が現われる場合（下の表2で『不定詞一主格  
文』），対格形補語が現われる場合（『不定詞一対格文』），それに受動分詞中性  
形を述語として主格形名詞が現われる場合（『受動主格文』），対格形が残る  
無人称受動パターン（『受動対構文』）のそれぞれの場合で格形態と意味役割  
の関係はどうなっているだろうか。それを表1にまとめた：  
表1格形態と意味役割の関係  
主格形  対格形   斜格形   述語と主格形名詞の一致   
能動人称文   A［＝N］  P＝0   Aと－一致   
受動人称文   P［＝N］  （A遠格／前置詞句）  Pと一致   
不定詞主格文  P  （A与格）  不¶致  
不定詞一対格文  P  （A与格）  
受動主格文  P  （A前置詞句）  不¶致   
受動対格文  P  （A前置詞句）  
不定詞主格文と受動主格文，不定詞対格文と受動一対格文は，主格主語から降  
格したAの格形式は異なるものの，意味役割と格形式の対応のパターンは同じ  
である。  
3．4．とりあえずの結論   
3．4」．脱動作主化，その段魔性   
一般に，受動化は①AをNの位置から降格させ，②動詞の態を替え，③Pを  
Nに昇格させ，（む述語の形態を新たに昇格した主語＝Pに文法的に一致させる，  
という4つのステップから成り，このすべてが満たされたものが受動人称構文  
－いわば「完全な受動化」となる。しかし①のみが機能論的に捉えた場合の『受  
動化passivization』の要件であることが指摘されている［Siewierska，244］。  
今この手続きを『脱動作主化』deagentizacijaと言い替えれば，脱動作主化の  
構文的な特徴は他動詞の動作主項を主格主語で表わさないことにあり，機能的  
な特徴はAからPへの作用を表わす能動態人称文の基本パターンを離れること  
によって，動詞によって表わされる事象そのもの，あるいは事象が及ぼされる   
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Pについてのみ言及するところにある。受動一対格構文も受動一主格構文も（∋  
（∋の要件は満たしている。しかし受動一対格構文は（卦にいたっておらず，受動  
一主格構文ではPは形態的には主格形を得ながら④の文法的一致を引き起こさ  
ないという点で完全な受動化には至っていない。さらに，機能論的な受動化と  
いう観点からすれば，ロシア語に特徴的に見られる不定人称文や無人称文のよ  
うに②のステップにまで至らないものも脱動作主化＝機能論的な受動化のプロ  
セスに位置付けることができる。つまり受動化は，能動から完全な受動化まで  
の間にいくつかの中間的なレベルを持つ連続的なものと捉えることができる。  
この考えに鑑みて先の表2を見ると，不定詞構文もまた機能論的な受動化の一  
つとして位置付けることができ，不定詞主格文と不定詞1対格文の共存は受  
動一主格文と受動一対格文の共存とパラレルに，受動化の異なるレベルを示し  
ていると解釈できる。   
上で述べたことを簡単にまとめると表3のようになる：  
表3 脱動作主化＝機能的受動化の諸段階  
述語の形態  P＝0のまま  P＝N，述語の一致なし  Nと述語の一致＝完全受動化   
能動態  不定人称文  
かつ  良一γ血r〃  
人称定形  無人称文  
血γ血，JJりJpけMりM  
非能動態  不定詞  
または  ・≠し＝、十・田川   Xビ打8γ－JJ汀〟   
受動   受動主格文   受動人称文  
定形  分詞  丁じ〃efⅨ8－鱒匹㍑乱附  占tノJ7柑J…∬r払汀（）．   几p岨肌．γビ叩）‘ルJ18   
受動分詞構文と不定詞構文が連続して現われる次のケースは，不定詞構文と受  
動構文の機能的近似性を示唆する例として挙げられるだろう：   
釘－8、1（JcY丑b＝BCA吊e一肌眠托MbITbli叩丁仰X〔，P〕UOH§三日堅∝TaTⅢt  
ゆ0塵塑，川叩肋6Jl忙Ⅲ叩田川C几apA以H匹）m，  
器はみな清潔に洗われ，きちんと整理され，食べ物の残りは選り分けて丸  
ごとのものは主人や客用にとっておくように   
こう考えると，主格形補語の出現はa語幹女性名詞のみではなく，不定詞  
構文における直接補語全体にかかわる現象であり，主格と対格の形態を区別し   
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ないカテゴリーの名詞においては単に問題が顕在化しないのだと見ることがで  
きる。その中では対格が現われるケ←ス，とりわけ例外なく対格形が用いられ  
る人間男性単数名詞のほうがむしろマークされたケースであり，これには人間  
性（さらにロシア語の場合は男性人間とそれ以外に下位区分される），活動性  
というカテゴリーが影響していると思われる。平行的に，北口シア方言におけ  
る無人称受動文の場合も，活動体名詞は受動一対格構文をとり，不活動体名詞  
は受動一主格構文を志向することをTimberlakeは指摘している。   
4．最 後 に  
上記の考察では不定詞構文に限定して主格形補語の問題を横能論的な立場か  
ら考えた。しかし，不定詞構文以外の環境，たとえば通常の時制形の補語にあ  
らわれる場合などに関しては，個別の事情（誤記や転写ミスの可能性も含めて）  
があるのか，あるいは他のケースと共通するなんらかの因子（アナロジー，純  
粋に「方言学的」な要因など）を見い出すことができるのか，といった根本的  
な問題を念頭に検討する必要があるだろう。  
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【注l   
［1］本稿は1955年9月に開催された日本ロシア文字会での口頭発表をまとめたも  
のである。  
亡2］中世ロシアを代表する世俗文献「家庭訓」は16世紀中期に今日残されている  
写本の形式でまとまったもので，最終的な編者はノヴゴロド出身の僧シリヴェ  
ストルとされている。中上流階級の市民を対象として善かれており，「良き正   
教徒」としてまた「よき家庭の主」としていかにあるべきかを具体的に教え諭  
したもので，生活の実用的な細部にわたる注意が記されている。実際，この文  
献はイワン雷帝時代の市民生活を知る上での文化史的な資料としても興味深く  
読むことができる。たとえば第42章はこんな具合に善かれている：「家政上手  
な人，夫，妻で領地，耕地，村，世襲領地を持たない人の一年分の日常品につ  
いては，一年分の蓄えを買わねばならない。即ち穀物，あらゆる穀類を冬に荷  
台何台分か，また胴体肉，あらゆる魚，薫製用の新鮮なチョウザメ，樽詰めの  
チョウザメ適宜，鮭，ウスリー自鮭のイクラ，キャビアを買わねばならない。  
何かの魚，あるいはキャベツを夏用に保存するなら，それらの容器を冬は氷の  
なかに入れて置くがよい。貯蔵用の飲み物は深く入れて覆いをし，草木の皮を  
巻いて塞いでおく。そうすれば，夏必要なときに新鮮な状態で用いることがで  
きる。夏に肉を食べる場合，家政に長じた人は羊を買うがよい。家で皮をはぎ，  
羊の内臓は食卓に加えられ，家政上手な妻にとっては愉しみ，腕のよい料理人  
には沢山の仕事となる。胸肉からスープを作り，腎臓は詰め物をし，肩の骨は  
焙り，足は卵で詰め物をして，肝臓は葱と一緒に刻んで膜で包み鉄鍋で焼く。  
肺は粉と卵を溶いた牛乳を流し込み，陽は卵を詰め，羊の頭，臓物とあわせた  
脳味噌，耳は料理し，胃にはカーシャを詰め，腎臓の切片は煮るか，詰め物を  
して焙る。こうすれば一頭の羊により大層満足を得られ，残った煮こごりは氷  
の上で保存するがよい。夏には使用分に合わせて日常用に肉を金曜，月曜，水  
曜に，一週間分買うがよ↓ゝ。そうすれば銀貨一枚につき一アルテイン余分に支  
払わずに済む。塩漬けにすれば，氷の上で二，三日あるいは一週間は傷まない。  
聖シメオンの日より，雄牛を一頭あるいは必要なだけ買うこと。急がず，待っ  
ていてより安い時になれば，その時に肉と塩を一年分，また薫製用に余分に買  
うことができる。臓物で秋の間中一家は満足し，皮と獣脂で金の半額をうかせ  
ることができる。そして自らのために→年，油を燃やして暖をとることができ  
る。女たちはソースと一緒に臓物，東，耳，唇，顎，脳味噌，腸，肺，獣脂，  
足，肝臓，腎臓を料理し，獣脂で煮込んだカーシャを詰める。カーシャは麦梨，  
そば粉製，卵，その他好きなもののカーシャでよい。もつ詰めを秋に全部食べ   
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てしまわなければ，降誕祭後の肉食期に役立つ。つまり胃袋，雄牛の唇，耳，  
足は，煮こごり用に一年を通して役に立つ。従っていつ煮こごりを作っても常  
に満足がいくのである。家で育てた豚は秋に殺し，前に述べた事に従い，胴体  
肉は一年の蓄え用に塩漬けにし，頭，脂身，足，胃袋，腸，もつ，背は秋と冬  
用に役立てよ。思慮深い夫，思慮深い妻，正しき家政のもとではあらゆること  
において利益があり，常に自己と家族と客にとって満足が行き届き，商いで扱  
うものについて損失はなく，汝は財産を持つことになる・・・＝・・・」   
また第47章にはこの様なことが書己されている：「醸造所でビール，プラーガ，  
発酵シチー用に麦芽や粉，ホップを渡すなら，全てをきちんと書類に記録すべ  
きである。大麦製，カラス麦製，ライ麦製のビールの種を作るとき，あるいは  
ホップを蒸すときには，発酵や混合の時そばにいて自ら監視せよ。全てが大事  
に保存され，清潔であり，盗まれたり損なわれないように。ピールを煮るとき  
には，ビールを煮て麦芽が強ければ樽に他のビールより多く詰める。全てのビー  
ルを取って，残り浮に水を注ぐ。三十，四十，あるいは五十，六十杯又はそれ  
以上の水を暖め，醸造する飲み物に従ってこれを注ぐ。そしてこの飲み物を発  
酵させれば家族が飲むに結構である。最初の浮から発酵させるなら，発酵シチ一  
に役立つ。上等の麦芽汁からは酢を作り，大事に暖かい所で保存し，清潔に取  
り扱う。ホップの実をプラーガ用に貯え移し替えて大切に保存する。このため  
には使い古しの器が役に立つ。貯蔵はしっかり固定させて行うこと。蜜酒は（主  
人）自らが甘味をつけよ。満ちたら倉を封印し，自ら監督し，何人もそこへ行  
かないようにする。混ぜるのも自ら行い，混合のとき他人が飲むことがないよ  
うに。ワインを発酵させるときにほ自ら席をはずしてはならない。あるいは信  
用のおけるものに直接命じよ。移し替えの時も同様に，釜からどの位というこ  
とを数えよ。アラク洒を一杯，二杯，以後続けて渡し取り，移し替えのときは  
同様に行い，叫杯目，二杯目，続いて豊からどの位発酵させたか数えよ。酒蔵，  
氷室，乾燥室，穀物倉庫には自ら不在のときに誰も入れてはいけない。どこで  
あれ自ら渡し，量り，目方を調べ，誰にどの位何を与えたかを全て記録してお  
くべし。」   
「家庭訓」の編者シリヴェスいレは青年時代のイワン雷帝に多大な影響力を  
もたらした人物であり，1550年に成立したStoglav（「百箇条」。イワン雷帝が教  
会改革に着手するために草起させた問答集）の執筆者の一人ともされている。（彼  
とイワン雷帝との関係についてはアンリ・トロワイヤの「イワン雷帝』（邦訳：  
工藤庸子，中公文庫）において手軽に知ることができる。ただしあくまでも「歴  
史小説」であるが）   
中世ロシア語における主格形補語について  
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15   
資料に関する注記  
一．F家庭訓K』においてa一語幹女性名詞単数が主格形補語で使用されてtlる   
すべての例を，使用されている名詞をアルファベットオーダーにして示した。  
→．出典箇所は同テクストのページ，行を示す。  
一．◎のついている語彙はu対格形の直接補語の用例も同テクストにある語   
彙。これらの語彙に限り，文脈を対比するためにu対格形の用例もすべて   
示した。  
一．▼のついている用例は主格形補語が不定詞構文以外で使用されているケー   
ス。  
一 ．▽のついている用例は対格形補語が不定詞構文で使用されているケース。  
＊    ＊   ＊   ＊   ＊  
mm ハム  
5l－ユMACaⅣ1ⅥmⅥⅥa…nmO脚T（b）  
肉またはハムを入れ‥・…   
pewpHA 晩課   
】1－70由叩m胱11epⅢnO刀yHⅢllH肌a  
晩誅，晩堂課，夜半課を唱え  
◎BO且a 水  
2ト14ItmぐBATmCtm甲CTm  
聖十字架を用いて水を聖別し   
5小30IすBOⅢa（汀ほT打TH（・m叩  
揖－5It堅退Ⅹ6bICBATⅥJMl岬KI光C用  
水を回生の十字架を用いて聖別し  
79－1aり粍KOr几aTpe6ymMBOTTVCBATATt｝1ⅩMBOTBOPAT代目Mrt｝KpeCTOMb  
必要があり水を回生の十字架によって聖別する時には   
叩那血垣  
44－26roMも6anepe珊  
垣根をうち直すこと   
脚A村   
5臥14K弧叩C叩…皿B組Ⅲ几e画丑皿両  
岸敷，店，村，納屋をいかに維持するか   
川）pa 聖パン   
5－30a蓮韮生山n町中折paHl虹AmC弧仙川叩皿Ⅷむ匹舶0  
聖パンならびにその切片およびあらゆる聖なるものは心して食すこと   
叩yX6a友好関係  
39－1（iJPYX6a几ameFβもnOWb   
三 谷 恵 子  16  
その後は友情を知り  
◎川yma魂  
27－7KaXOⅢVumCⅢm  
どのようにして魂を救済し  
5ト10 KaECBOA皿血Trbl  
己の魂を愛するように  
51＿15ⅩaXCmma刀血T（bl  
15－2迎！塑Ⅹem椚6a8MmCMepTH  
彼の魂を死より救済するのであるから  
20－121】nⅥm醐  
2ひ32c醐Y（…）cTPOm  
21－27wcHaCe7て  
◎ma食べ物  
9－190mTPam些ⅥⅧ¶eTamWⅧ  
食卓から食べ物や飲み物をこっそり持ち出し…・■   
16－31mecT町m折口mmeCm8am那Ⅳ‖那Ⅷ‖北l皿  
あるいは食べたり飲んだり食べ物を料理したり焼いたり（する時は）  
27－13ⅡmaAm8apm  
その日の食事を料理する（こと）  
仙20折壁三塁星山me附a7Ⅵml  
食べ物，飲み物を常に保管しておく（こと）  
48諸肌MAC仙打血川nel地肌m  
肉料理，魚料理を焼いたり煮たりする  
4臥16amM桝蹴AKiem皿述aT打m血（Ⅶ  
食べかけの食べ物，残り物はすべて日常用として与え  
49－12 aっacTO刀OMもeCmm  
食卓で食事を出すべきときには  
49－17em血ⅥⅢmCO3pm  
食べ物を点検し飲み物を調べ  
49－22I†8CAj諸Amne血ⅥMHaAmp血aAHCT）ⅥeHも打OyX瑳  
あらゆる食べ物，すなわち肉料理，魚料理，にこごり，魚スープは点検し  
50」ⅢeCmBap血）iKnp晰T（b）∝MもA  
いかにして斎戒斯用の食事，また肉料理を作り一家を養うか  
5Mm▲∝TちaOT皿aBmBも口0叩  
どのような食べ物が料理場に渡されるぺきか  
10－18叩6n血目星⊆三塁ⅩHmm．＿．BⅢOpynmleⅢ0血  
神の贈り物である食べ物，飲み物を侮辱し  
28－3BCAJW6hIeCT13V11MACHyn，Wphr6日yfO（…）xetlaCaMa6hIT3HaLJ7a  
ny血a血Iam   
中世ロシア語における主格形補語について  
▽3み18amx湖刀aⅧIⅢ′neBITO∬什らaeCTBYl止別  
飲み物は一杯にして，食べ物は手をつけないままに送れば  
33－15ammccJTyrOⅨ）El，EOMy堅⊇旦ヒmⅧ‖Ⅷm址  
召使をつけて人に食べ物，飲み物を送るなら   
▽5ト7wIO∝M引¶ⅠⅥOmVXO叩陀胴00WbTMaT打  
家族用の食べ物はすぺて十分に料理すること   
▽5ト108C▲meCmXO叩eHXOltqmmOOW  
食べ物はすべて十分にそしてきちんと料理すること  
◎xe鮎   
13－9I‖㍑Ⅸ00Yqm打血MyXyMeHaCBOAltqa皿a  
いかにして夫は自分の妻と子供らを訓示し愛するべきか  
27－1n00V－mMyXyCMa  
夫は自分の妻を訓示し   
▼37－131mO叩MyXyXeHaCMa3bI8aTⅥ  
ならば夫は妻を罰しなければならなし）  
17  
小30れOYqatO仇杖状a3YtO（…）chmaC8ner（－し）∽meHY‥・  
5－21tXe打VmYWHe  
妻を教え   
17－28An忙m60rb】KeHYrl血Y  
神が良妻を授けるなら   
1省一16p61血Te叫yXbXe打YC80田口血Y  
夫はよき妻を得て   
▽1臥21月acaMOMyCe弘my岬M墨堅江川J正代打打脚M（－・は几IIP恥C醐Xも  
OYqMTH  
37－9（…）mo6bIOY血cBODXCHVHamTⅢ   
▽3右21描HXHa脚叩岬ⅩeHVT弧0Ⅹe  
いかにして彼等を，そしてまた妻をも威厳をもって罰するか   
38－15II遷進旦工卯月OMOIIaTHO咽10y耶，  
38－21川ⅢYHaXa3Ym   
62一罰（ytm）迎ヱ  
64－14axe汀VCBO給血   
64－19叩  
6凱11ItXeHYnOOVqaHlIHaXa3Y帆   
69－14h迎ヱⅥ耶丁甜（…）HaOYⅦ11川   
棚Onaく酬Haぐ7）   
42－22TmO3肌蹴yT北OmHmWMもⅩltBOHaXOpMmrれmB∝hr刀a配  
1111t、、111い  
この葦で書かれたような，家畜を養うぺき蓄えがなければ  
◎ブ■酬Ⅵa 家畜  
4ひ20打mK3anaCaT軒Br叩も折珊aXI4BOT叶什aBO皿mBC▲ⅩaA   
8  三 谷 恵 子  
いかにして一年を通して蓄えをし，家庭であらゆる家畜を飼い  
54」5且pO8AH（滴榔叩C叩HBCA刷ta  
薪の蓄え，またあらゆる家畜を手配する  
45－17a胴，AO6JlaMb椚XkBOT卿aXOpMm  
葉を取って家畜を養う   
1  
24－19m皿丑Ua恥ⅢMV沿肌V H肛AR㈹CT血ⅩaI山e（…）cⅥ¶忙川n  
p¶Men  
馬やあらゆる家畜，財産（…）を力づくで奪い取り  
42－5xH80THHY（…．）冊Th）   
過¢yT阿A早課   
11－かaoyT匹し）oTd汀射場馴汀Ⅸ胤か附咽“  
朝には（…）早課と定時課を唱えること  
・肌l■lし   
53－16AB】にntTeXもⅥBⅢ0碓∫1eTeXもMH（椚画xT）nyC叩ⅢOmy几a匹By   
HamlymⅢtKy8CAmAnOpA貯IA（＿…．・）oy加Illa山仰…Ma阿州（戒  
t℃姐0Ⅵ皿ごb．‖  
納屋，物置部屋，蔵などでは主人の指示にしたがってあらゆる家庭用異，  
すなわち（・・・）縄，石鹸，灰，使い古しの品 ト・）を家令が整理する   
Ka酬ra四輪馬車  
53－31a叩Ca冊帆KOl汀a桐Ⅹa川b掴mOYm胴11川lX〃a几ⅩaXも  
上そり，荷重，箱ぞり，四輪馬車は丸太の上に乗せて覆いをかける   
■aMlm 金欄  
28－15Ⅰ4TaOTaHXaMXaM竹刀OTOP（CePe6pooT慮c汀丁舛VOTMh，  
タフタ，金欄，金糸，銀糸を杵にかけ，長さを測り  
◎組叩 キャベツ   
4ひつ7MlOT叩払pu6aβ．汀ビTOCTaBmH叩付止cy用ⅡⅦM血B靴肋  
つaCeXm  
何かの魚，あるいはキャベツを夏のうちに漬け，容器は冬の問氷の中に  
置くこと   
45－101IWCTamtIepbn▲iom6仙川如ⅦM両川，M叩ACHBaⅧ，  
キャベツを芋虫や蚤からまもり，（これらを）取り除き振り落とす   
就）－13ⅩaKb酬anO画肛AXⅢ一つa皿叩∝皿ⅥH6（）W打B  
耶Xも打B画exもH80TWXも折Bも叩仙OpbI6a MYCTa  
OryplⅡJCⅡ肌l，糊もl岬pblm叩  
いかにして，塩づけのあらゆる蓄え，つまり肉，魚，キャベツ，きゅう  
り，プラム，レモン，キャゲィア，茸類を地下室で樽，桶，バケツ，大  
小の樽に入れて保存するか  
41－34β5mmm  
キャベツを塩漬けにし   
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［▽］45－19HmnYCTYB∝止mBa印什h】  
夏はキャベツを煮て   
▽45－20aB皿ⅩOHWCO刀m  
秋になればキャベツを塩漬けにし  
5ひ33ⅩanYCTYⅢHa¶my，Ⅲ 叩mOiccもw血0，M 別iIMbm  
ヽい卜Ⅵllい  
キャベツや青物は細かく刻んでよく洗い   
酬▲ パン種   
36－21日」βCAKleCyEuACbeCTBOⅣ）HJtWCrTmeMrhmlWC脚J10miJ7M，KJiam  
p∝T叩pmB∝r恥16unoxpmo6b1月0  
食べ物や飲み物，水の入った容器，パン種を作っている（物）はすべて，  
覆し〕をしておくように  
27－15xaxbmⅣhAm  
どのようにパン種を作るか   
…TaHa箱ぞり   
53－31mamJ旭日aOYXpuTbト皿Malraの例）   
∬a8m 長椅子   
5臥14Kam岬C叩，…胴BKa（→脈匹mの例）   
Me醐 熊の毛皮   
53－10AB】にntTeXもH8m椚もHBOH坤X7）叩CT脚mr岬y  
mKa3yⅢy，肛▲mAnOpAⅢIA（…）hMm…  
納屋，物置部歴，蔵では主人の指示にしたがってすべての家庭家具，す  
なわち（・・・）また熊の毛皮：ト・）を整理すること   
巾量  
27－19h止Ⅲ80眈eMも  
あらゆるものについてその量を知っていること  
⑳M酬A施し   
9－か7EC皿Mも阿eHO6m叩e眠画眠ⅩeMmmTHIJrも  
Henpa叩Ⅰ・  
権力者たちに語られている，不正から施しを与えるよりは収奪しないほ  
うがましであると。  
21－1BMOHaCTblp打仰OHOCmⅥm  
修道院へ施しを届けること  
39－26舛m皿OBaTH  
施し物を与え  
7－7Mm】Pし．．）I10AaM  
施し物を与えよ  
7－14（TBOp打）卿M鵬刀OCTbⅡ1Ⅲ   
14－2g打MmP打CTOW月a灯r（扇  
4ユー1BⅥ棚卸Tも  
63－13叩鎚担盛   
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ふ4－1二IrMⅥ1m（…）旦型型塑  
67－31／32Mm口馴  
70－19MmTⅢD皿浦   
MO胴a祈頑  
33－31月aMCEyCHOMO月刊TBa（OTBOⅢⅧ  
まず試みに祈りを唱えよ  
33－32β3H8几pynl‖ほ召Tp引ⅧeMOmC（）叩Ⅲ血Ⅰ－1i＝epBa「い  
二度，三度と初めのときよりも大きな声で祈りを唱えよ   
MyRa粉  
27－15mEもMVmCもAⅧ  
どうやって粉をふるうか   
M咽腕   
▼1針In四日e画0・1匹C〃a C臥旭 OVT駅血も1MmCBnA Ha  
Jh】い  
腰をしっかりと帯で締め，仕事に着手する  
◎町嵐a必要  
57－14旦ヒ茎旦emBCAXaA叩  
彼の必要をことごとく満たし  
57－32旦Ⅹ茎皇erOm）m桝TH  
▽39－7aK（1m‖止1Ue抄OlⅡ加）山C刀mOMもRynmCBO冊Ymb  
安ければ余分に買い自分の必要を満たし  
4け・1（i打CBOmHW卯CnO刀Ⅷlrb  
◎06榊 侮辱   
1針28aBC▲Ra▲血co6刀ar叩a叩ieMもT印血  
あらゆる侮辱を感謝の念をもって耐え  
24竜Ilm肛▲叩H叩yⅥHaCl∫Mei血  
67－9HaCe6も粥AKⅥn血Ⅳm）HeCH   
o叩ATKa 裾長の男子衣服  
29－288月OM珊血0血ⅩOmt叩TCA郡代n刀aTbA K仰…  
Ka㊥T乱打b”u佃Tepm＝rbⅢ0附m…  
家庭用に衣服を，つまり ト）カフタン，テルリク，長衣あるいは（…）  
を裁断する場合には   
na吠Wp叫a 晩堂課   
11－32川）Ma8C叩na胱・陀皿川lI（－叩aH∵qaC叫堕嬰  
家では常に晩堂課，夜半課，定時課を歌うこと  
紹－24na隊qepH叫恥折口0叩11aⅥtl誠‖8卿MyC8neMもB∝Ⅷm鋸A  
即IlもTH   
ll－7m両州“好呵叩Am胱Ⅷ刑血a叩0叫m11a  
晩課，晩堂課，夜半課を唱える   
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nもm 罰金   
5か11n∝MO叩Am）即什止Hm脚H止HAW  
罪に応じて罰し罰金を科す  
5＆4r血AOYW   
叫押叫粗酒  
53－3cbmn珊aM蹴AX∝明汀t妃enmB叩eⅢmMもnO叩e毎Ⅶ  
3aMK㈹叩  
糖蜜入の酒，上等の飲み物はすべて別の地下室に施錠して保管する   
汀0叩m叫叩a 夜半誅   
1トS qr】止T＝＝沙eqモpHAⅢaBellepHl脚nOⅧa  
晩課，晩堂課，夜半課を唱える   
lト32β3丑M鋸er几aI佗l叩1椚＝m叩肝刑Ⅲ耶川川都制画吐   
62－24口a叩Ila，川口O皿uaHWH8叩用OeⅣ‖iI賀Xr恥InObCA  
几日日l埴tll  
⑳mop▲丑山A家政，日常（品，事）  
27－3ⅩaK旦WbCBOH几06一光C叩，Ⅵ肛▲州HA▲nOpA』ロA，  
いかにして自分の家，またすべての家庭用晶を上手に管理するか  
3臣12鋸A【aA口OMA几OMaUmAA月印Xm  
家庭用品をすべて保管し  
32－10Eakも皿捌  
いかにして家政を切り盛りするか  
36欄Ka肌m61柑AmMHAOVCTpOmXOpW，HtⅣK汀0  
いかに室内（用品）を上手に，清潔に整えるか  
53－60yC¶m汀OpA丑h▲冊ynOlてXy胴叩yHam町  
家令は主人の命令に従って家庭用品をすべて管理する  
53－80Ⅵ：TPOmmmy叩HyHaXa3ymy，ⅨAXaA口叩A皿HA・…  
32－1511ⅩaXbm皿BenYm  
いかにして家政を切り盛りするか  
1ユー20Ⅰ）WAXT）OWⅨ加nopA皿1m  
客に行った先でよき家政を見  
64－22I18CAmnOMmⅢmA且HbOY血a   
np叫叩a聖パン  
♭311匹Ⅹe肛AmeCTBuCmⅧ血B叩OM山一8月OMy  
教会でも家でも，食事の前には必ず聖パンを食べ終えているように  
ふ30aⅢ0ロaⅥnⅨ血maM肛AmAC8AmBmaⅧ軸ⅩHO  
聖パンならびにその切片およびあらゆる聖なるものは心して食すこと   
叩柑むしろ   
3ん29〃Oy血ne匹叩mpOrOmm肘mbBeTIⅢaHOⅥ1¶刀10Ⅹ耶rbl  
玄関の間の入り口にはむしろか使い古しのフユル†を置く   
22  三 谷 恵 子   
叩ござ，むしろ  
3632H叩叩醐aⅢ蝋b口e酬  
ドアのむしろあるいはフェルトは交換し   
py鎚l掴シャツ   
19－21呵√W口調Te肱0…MpY6aⅢⅨaⅥCam6mocⅧm叩a3＝ⅥKO机  
上等の衣服（…）シャツ，長靴などは祝日のために保管しておき  
28－12血血Ⅵ  
シャツを作る  
［▼］3♭5n∬m∝AK∝HpY6au些a…CK川副¶ⅤⅥIC胱m恥XqXⅦeHbEn  
nO刀0】に粁TH  
シャツ トー）など衣服はすべてきちんと折り畳んだり巻いたりしてしま  
うこと   
▼37－34co拙▲pY6aMKamO田BemBe打EO口0毎Tb  
シャツを脱がせて，細い編み鞭で慎重に打つこと  
◎p血 魚  
4ひ27mpb16aB月eTOCTa8日TM  
魚を夏に漬ける  
60－25axmp規6a∝AXaA．．．以慮Bel址旺BalⅥn叫B∝Hy  
魚はすぺて春になってから吊し   
00ー13wb几epX酌も肌nO画mK鋤Ⅷa鈷・MACO雲型垂旦Ⅹ叩nrypW…   
（→間代Ta）   
就卜罰aⅧ6amB匹rOX〃叩（一川の誤記か）  
干物はむしろに巻いて   
▽40－25叩rO即断掘3aⅢaCも血MⅢ耽m．．．MACaT肱0Ⅹe，岬6Y  
叩  
43－15xo月≠l一任Ⅰ6YC血ⅩⅥOmqM叩Cn月m（可  
新鮮な魚を買ったら塩漬けにしたり■・・   
肌A家族   
5仇2mxb．（‥）規pMT（H）ixop旭t7〔山ceMb▲  
いかにして（…）家族を養うか   
ぐ一武p）yTⅦ衣服   
▼3虹22cBOe匹CaXeⅢ尤ⅥJmMO耶拙ⅧC珊Ⅹe肌A  
自分の高価な飾り布やネックレス，婦人ものの衣装などを貸し与える（時  
は）  
◎叩山女の召使い  
31－1：l3aTOCⅧaH仰  
それに対しては召使を褒めてやり  
2gJoY血．”〝CⅧY月aOVlm  
召使にも教えられるように   
中世ロシア語における主格形補語について  23  
亡○伽a わら   
36－320yH胴⊂Hモm卿1はCも肘即日COJIM肛∝m  
入り口の階段では干草か藁を取り替えて（置き）   
5小29BX血c冊nMam  
家畜小屋には藁を置き  
亡OJ叩仙川ほ 干草   
5小23aco刀nM別口nJlmaJⅢCm  
干草を馬の下に置き  
∝y脚借り物   
3作2Za叩汀CA（）yXOmKOm∝Y朋m≠  
人から何か借り物をするなら   
3ひ31aBCAmCCy几amⅧ‖几a鮎丁目Bl柁CTb  
借り物はすぺてきちんと貸し借りし  
巾タフタ   
28－15工由tlKaMKaM附J10TOHCepe6pooTBhmMOTMもTm（→KaMJu）  
oyMpmm非難  
18－29fKAXaA虜岬IaeO6JlamnapeHieMrh TeDrrhlW6ora panJl房IlOHOCも   
OY卿Ha  
あらゆる侮辱，そしり，非難を神のために感謝をもって耐えるべし  
Oy爪匹陀審議   
5ん20打mTOMyOVm耶  
しかる後に審議を行うこと  
Ⅹ0叩倉，小屋   
47＿§axm肌emXOm珊IaTaつaneqmTH  
一杯になればその倉を封印し  
Il加（b）6a薬，癒し   
21－17TもM幽∝AK馴化匹ⅦmHb和仏眠叩Mもm60帽日脚lm，  
それによってあらゆるさまぎまな病に対する治療を神より受けるべきで  
ある  
山am 帽子   
二り、、りいMl、一日l‥ ＝、・・‥－、いl入l卜州・l‥；lリ・t‖…、l＝卜・l＝川M   
Ca「a乃aKb，m・…C弧m仏側Ⅰ∫ly鮎ⅧⅧ川a中rm（…）m！空室塁墜旦mHH餌raBm田，   
…は∝mO＝班6y凡打，MCmr（℃y叩廿汀川「∝y朋甲仏CM叩汀（も）Ⅵ  
CMellmmTK別∴．．  
何か衣服を裁断する場合（…）革製品，弓袋（…）ブーツ，毛皮外套，  
カフタン（・・・）帽子，長靴，あるいはいかなるものでも主人あるいは女  
主人が検分し残った分は数えて  
Ⅲy伝l毛皮外套   
2928（上例）   
3Mxo．Ⅷ刀yⅦTCA mK代m叩し）刀もTIlm…KOpT巳Ⅶ一列mⅥ   
坦裏塾C爪－BO刀t膵OK〉   
24  三 谷 恵 子   
夏服や婦人用の毛皮の上着，フード付の毛皮外套（・・・）を裁断すること  
があれば   
